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 予てから県内外に問題を投げていました岡山県

立酪農大学校が 12 月１日に発足しまして、私が初

代校長を引き受けることになりました。この学校は

新聞紙上で御承知のように、健実な酪農経営者を育

成する事を目的として、１ヵ年の内４ヵ月を学校で、

他の期間を自宅で経営しながら通算３ヵ年間勉強

すると云う、全国で初ケースの教育方法が考えられ

ています。教育内容は飼料栽培、乳牛栽培、酪農経

営の三本が中心となって基礎理論教育と自習を課

すことにして居ります、そして卒業生には岡山県酪

農経営士と云う称号が与えられて、この方々が中心

となって、地域農業の改革に努力される事が期待さ

れています。新校舎は目下蒜山の川上村に建設中で

すが、宿舎設備が未だ整備しませんので、第一期生

30 名の授業は 12 月 11 日から津山の酪農講習所で

行なっていますが、第二期生は来年４月から新校舎

に収容する予定であります。本県の明日の農業を担

う若い方は奮って、入校される事を切望して止みま

せん。私達職員はご期待に添うべく一生懸命努力し

ていますので、県民の皆様はどうか温かい御援助を

賜りますよう御願申上げます、以上御挨拶と致しま

す。 

 


